
VB Migration Partnerのご紹介 



©2014 infortech,Inc.ConfidentialandProprietaryInformation. www.infortech.co.jp PageNo. 2 

 

01:   Visual Basic アップグレードウイザードとの比較 

 

VB MIGRATION PARTNER 

「VB MIGRATION PARTNER」の変換性能を、Visual Studio 2008に付属している、
「Visual Basic アップグレードウィザード」の変換結果と比較することで御紹介させて頂きます。 
 

Visual Basic アップグレードウィザード 

ＶＳ 
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02:   Sample Project1(tetris.vbp) 

 最初のサンプルは、ポピュラーなパズルゲーム「テトリス」を再現した、tetris.vbpプロジェクトになります。 

Tetris.vbpはフォーム（画面）一つで構成されていて、そのフォームに配置されている 
コントロールも、標準コントロールのみという非常にシンプルな作りになっています。 
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03:    アップグレードウイザードによる変換結果 

 

ウィザードにしたがって変換をおこないます。 

変換の結果、出来上
がった.netソリュー
ションは14個のエ
ラーが発生した状態で
出力されました。 
 
エラーの内容は標準コ
ントロールの誤変換と、
VB6とVB.netで互換
性のなくなったコント
ロールが原因になって
います。 
 
※アップグレードウィ
ザードによる変換では、
この互換性のなくなっ
た部分がネックになり
ます。 
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03:    アップグレードウイザードによる変換結果 

 ＶＢ６ 

オリジナルにあたるVB6では、 

ＶＢ６ 

ＶＢ.NET 

ＶＢ.NET 

.NET変換後の「pctGriglia」は 
 

「pctGriglia」というコントロールはPictureBoxとして定義されていたのに、 
. Panelとして定義されてしまっている。 
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03:    アップグレードウイザードによる変換結果 

 
前述の１４個のエラー
のうち、１のエラーで
は、「pctGriglia」が
異なるコントロールに
変換されてしまった為
、プロパティの指定が
正しくなくなってしま
っています。 
 
このエラーを消すには 
「pctGriglia」を一度
削除してPictureBox
として再定義するか、
Panelとして同じ動き
をするようにプログラ
ムを修正する必要があ
ります。 

さらに、互換していな
いコントロールに関し
ては、その代替案を考
えなくてはいけないの
で、動くようになるま
で一手間掛かりそうで
す。 
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VB MIGRATION PARTNERを起動 

変換を実行 
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03:    VB MIGRATION PARTNERによる変換 

 
変換が終わると、VBMP上での
エラーの有無が、出力されます。
このケースではVBMP上ではエ
ラーも警告もない状態です。 
 
エラーが無いのでメニューから
File→Save→ 
Save VB.NETFilesを選び 
.NETソリューションとして保存
します。 



©2014 infortech,Inc.ConfidentialandProprietaryInformation. www.infortech.co.jp PageNo. 8 

 

03:    VB MIGRATION PARTNERによる変換結果 

 
VBMPから生成された.netソ
リューションを開くと、エラ
ーが６個表示されます。 
 
これらのエラー原因は全て同
じ要因で、配列指定の制限が
VB6とVB.netでは異なるこ
とに起因しています。 
 
VB6では配列の要素指定は
１から指定できましたが、
VB.netでは０からの指定し
か許されません。 
 
今回のケースでは配列の要素
指定を３箇所変更するだけで
すので、手作業で修正するこ
とが容易です。 
 
※VBMPでは、配列に関する
変換ルールを設定することに
より、変換時に配列の要素指
定を０として変換を行なうこ
とも出来ます。 
その場合、変換後の.netソリ
ューションはエラーが０の状
態で出力されます。 
次項にて変換ルールの設定例
を紹介致します。 
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VB MIGRATION PARTNERを起動 
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03:    VB MIGRATION PARTNERによる変換 

 
変換ルール設定の為、VBMPを再起動し
ます。 

ここで起動されたファイルは、tetris.vbp
の全体に影響を与える、
「VBMigrationPartner.pragmas」 
というファイルになります。 
このファイルに変換ルール（Pragma）を
設定することで、変換時の変換内容に変更
を与えることが出来ます。 
 
※PragmaはVB6のコード内に設定する
ことが出来ます。その場合変換ルールの適
用範囲が、ファイル単位やメソッド単位等
に変更されます。 
 
 

VBMP起動後、 tetris.vbpを開き、 
メニューの「Edit」をクリックします。 
 「Edit」→「Project pragmas file」をク
リックするとメモ帳が起動します。 
 

変換ルール設定後、再度変換を行うと、コンパイルエラーが
なくなります。 
 

 
この例では、配列の下限指数を強制的に0
にするというルールが設定されています。 
「‘## ArrayBounds ForceZero」 
 
※初期状態では上記ファイルが存在しない
ため、作成の有無を問うメッセージが表示
されます。作成されるファイルは空のファ
イルになりますので、必要に応じて
Pragmaを追加していくことで、変換効率
が上がります。 
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03:    VB MIGRATION PARTNERによる変換結果 

 
前述の配列要素指定を０に修
正するとエラーがなくなりま
す。 
 
では、アップグレードウィザ
ードでエラーを発生させてい
た、互換性のないコントロー
ルはどのように解決されてい
るのでしょうか?答えはデザ
イン画面のプロパティを見る
と判ります。 

プロパティウィンドウを見る
と、画面上の全ての標準コン
トロールは、
CodeArchitects社が提供し
ているVB6Libraryの、対応
したコントロールで実装され
ていることがわかります。 
 
このライブラリーはVB6の
標準コントロールのほとんど
をサポートしている為、変換
時にエラーが起こりにくいよ
うになっています。 
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03:    VB MIGRATION PARTNERによる変換結果 

 
エラー件数が０件になりました
ので、実際に実行してみると、
テトリスが動き出します。 
 
小さいプログラムですが、どの
ように修正するべきか定かでは
ない、アップグレードウィザー
ドの変換結果と比べて、たいし
た手間も無く実行に漕ぎ着ける
ことが出来ました。 
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お問い合わせ 

 

vbmigration@infortech.co.jp 

 
 株式会社インフォーテック〒101-0065 

東京都千代田区西神田三丁目1番6号 日本弘道会ビル 2階 

Phone:03-6825-4410 

     Fax:03-6825-4402 

URL: www.infortech.co.jp 
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